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１．当面の検討課題
IPネットワーク設備委員会報告（平成19年１月 「第７章 今後の検討課題等」）から以下のとおり。
◆IP電話に関する課題

◆コンテンツ配信サービスに関する課題
◆迷惑メール抑止手段に関する課題（※）
◆固定・移動シームレスサービスに関する課題
◆重要通信・緊急通報の新たな確保方法に関する課題（※）
◆端末・ネットワークとの接続に関する課題
※の項目については、第11回 技術検討作業班（H19.4.26）において、今後の社会的な動向等の状況に応じて

検討を行うこととした。

２．検討の基本的進め方
◆内外の動向や重要度、緊急性等を勘案しつつ、要求条件や具体的な検討項目の抽出、内容の検討を
実施。

◆検討においては、技術設備面を中心に、必要に応じて関連する管理運用面等の課題を抽出し、それ
らについて、技術基準の在り方・技術的条件を中心にして標準化等の必要性も含めて検討。また、
課題を解決すべき時期等の時間的要素も考慮。

３．検討の体制
◆引き続き、次世代IPネットワーク推進フォーラム 技術基準検討WGと連携して検討を進める。

４．今後の予定
◆本年末を目途にとりまとめを予定。

技術検討作業班では、本年１月の0AB~J番号を使用するIP電話の基本的事項に関する技術
的条件の答申後、第10～14回会合を開催して、当面の検討課題と論点等について検討を

行っているところである。主な検討概要は以下のとおり。

技術検討作業班の検討経過について



第１章 IP電話
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検討状況

＜検討の背景と趣旨＞
0AB~J 番号を用いたIP電話については、昨年度に検討を行った。
今年度は050番号を含めたIP電話全般の課題に関し、以下の考え方で検討を進めている。

①IP電話全般に関し、検討すべき課題について整理を行った。

・輻輳対策については、エンドエンドでの課題、相互接続での課題、網端末間の
それぞれの観点で整理した。

②課題の分類について
A:技術条件検討の候補であるが、条件化の必要性を含めて検討を進める。

B:事業者マターまたは、実現技術を標準化等で具体化するべき課題であり、

検討の方向性や問題点の指摘を行う。

C:サービスの普及または技術の進展に鑑み、将来の課題とすべき項目。

以下のケースも含む。
・現時点では具体的な問題が明確でない項目
・IP電話特有な課題ではなく他の課題の検討の後、IP電話の課題として

検討を行うか判断する課題



5

対象パターン 論点 分類 検討の方向性

①基本形態：電気通信番号を用いたIP電話（0AB~J、050番号等）

②050-IP電話の位置づけ明確化

「ライフライン」という位置づけがある0AB~J-IP電話と

比較しての差異を明確化し、その上で、技術基準の
方向を明らかにする。

※「IP電話」の定義は、下記に基づく。

IPネットワーク技術に関する研究会報告書

http://www.soumu.go.jp/s-news/2002/020222_3.html#02
第２章 用語の定義

IP電話とは、パケット交換のIP ベースのネットワークを用いて、

音声、FAX、その他関連するサービスを伝送するもの。

①基本形態：標準的な電話端末がＧＷを介して有線で網に接続

（0AB~J-IP電話の形態と同様）

②端末の形態の多様化の方向

・IP-PBX
・無線IP電話、ホームネットワーク端末

・ソフトフォン

処理遅延が大きい傾向、端末動作状況や設定による差異が大きい

傾向に留意する。

優先 サービスの多様化を促進する観点から、端末形態の多様化に
関しては、基本形態に加えての技術条件がどこまで必要かを
考慮し、端末関係業界ガイドラインが適切と考える。

②相互接続形態の多様化

・050-IP電話～固定網

・050-IP電話～固定網～050-IP電話

・050-IP電話～0AB~J-IP電話

優先 ・昨年度の作業班で想定した検討ﾓﾃﾞﾙを参考に検討を進める。

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ電話網との相互接続については、既に昨年度の総務
省番号研究会において整理済であるため、今回はScope外と

する。

無線特有の課題が明確になった時点で検討を行う・無線アクセス（WiMAXなど） 将来

②考えるべき拡張形態

・高品質IP電話（広帯域音声符号化利用）

・テレビ電話

優先

①基本形態：050-IP電話事業者相互接続

(1) 基本とする対

象

①基本形態：G.711 μ law

最優先

最優先

最優先

最優先

0AB~J-IP電話と同様の考え方で網のあるべき条件を検討する(2) 端末／ユーザ

側の実現形態

0AB~J-IP電話事業者間の場合との差異を検討する(3) 事業者網接続

の形態

(4) メディアの拡

張

次世代では、網の広帯域性と高品質性により、高品質IP電話

やテレビ電話の普及が進む可能性がある。標準化を進め、普
及を推進する段階。

接続プロトコルに特に制約されない検討を行うが、問題の具
体化を図る際などで必要ならSIPをイメージして検討を進める。

P2Pタイプのインターネット電話をどう扱うかの課題提起が

あったが、番号を有する場合は、特定のアプリケーション、
プロトコルによらず、該当の番号を有するIP電話として考え

るのが適切。

検討課題と方向性 ①項目整理
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音声通話 メディアの多様化

（広帯域音声、テレビ電話）

基本接続形態 接続形態の多様化

標準的な端末区間形態

・IP電話相互接続

端末区間形態の多様化 網間接続形態

の多様化

・050-IP電話

～固定網

・050-IP電話

～固定網

～050-IP電話

・050-IP電話

～0AB~J-IP電話

基本接続形態 接続形態

の多様化

0AB~J

※0AB~J事業者相互接続

（PSTNとの相互接続

を含む）

050

※050事業者相互接続

その他・共通 新たなサービスの形態が明確化された時点で、別途検討する。

・IP-PBX、無線IP電話、

ソフトフォン等、考慮
すべき形態は共通的。

・検討課題や方向性は、要
求レベルが異なる可能
性があることに留意し
て検討する。

音声通話の場合、使
用する番号に課せら
れた品質を満たす事
を前提に、メディア
が拡張された場合に、
新たに考えるべき技
術課題とその方向性
を明確化する。

基本接続形態
での課題の明
確化を検討し
ており、接続
形態の多様化
まで検討を広
げることは当
面困難。

実現形態

使用する

番号

今後、次世代ネットワークとして検討が必要なテーマ。次優先課題として、昨年度の検討結果および最優先
テーマの検討結果を踏まえて検討の方向付けや課題の指摘を中心に検討する。

優先

定義分類

現時点で検討が必要となる具体的な検討の課題が明確ではない、または、将来課題とするのが適切。将来

既に、IP電話サービスが開始されており、最優先課題として検討が必要なテーマ最優先

昨年度の検討対象テーマ

検討課題と方向性 ②検討対象接続パターン
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検討課題 論点 分類

①輻輳対策、規制対応

※緊急遮断等の措置を発動するための条件整理

A~B

②緊急通報の扱い方

接続先を確定するための発信位置の特定等の整理

B

③重要通信の扱い方 B

④停電や災害時の疎通対策 B

050番号を有するIP電話の位置づけや多様性を考慮し、機

能を実施する場合の実現技術として、網および端末への
要求条件を標準化またはガイドラインで明確化する方向
で検討する。

⑤機能の有無の確認方法 B 確認すべき機能に対応して検討を進める。

②050-IP電話

経済性，柔軟性，拡張性等を考慮

C

③高品質（広帯域）IP電話

クラスA、B、Cを広帯域電話を考慮した変更の要否

A~B 既に規定されてるところの番号に課せられた品質条件を
本検討での前提とする。

④テレビ電話

映像の品質及び、音声・映像の総合的な品質

A~B 音声通話として利用する場合、既に規定されてるところ
の番号に課せられた品質条件を本検討での前提とする。
定義と評価方法の標準化動向に留意する。

(エ)品質配分

事業者間接続、端末形態の多様化に対応するために必要な、

050番号のIP電話の通信事業者として満足すべき品質条件

A~B ・0AB~J-IP電話に対しては技術条件として整理済

・050-IP電話については、その位置づけや多様性を考慮
し、0AB~J-IP電話の整理を参考に、通信事業者として

満足すべき品質配分規定のあり方や技術条件に関して
検討する。

(オ)ネットワーク側での品質測定法

サービス稼動状態での品質評価、試験方法

B 測定方法の技術は多様な技術の開発や製品化が進んでい
る。尺度等の共通化が妥当な事項については、技術の標
準化を進める方向で検討する。

①事業者が品質すべき保証範囲

②広帯域での高速伝送における課題

③紙ベース以外の情報伝達方式などの検討課題

C FAX通信の際の網への要求条件は、番号形態に依存せず、
昨年度整理を行った0AB~J-IP電話の際の検討結果と同一
である。新たなFAX通信の形態が明確になった時点で別

途検討を進める。

C①IP電話共通

検討の方向性

網の安定性を確保するため、輻輳対策の必要性、技術条
件とすべき項目、事業者の責任に委ねる項目、について
それぞれ検討する。

(ア)
接続時の疎通を確
保する機能

(イ)
FAX通信の品質保

証方法

050、0AB~J-IP電話に関する現行の音声通信品質技術基

準に対して、その見直しの必要性は特になく、当面現行
技術基準で十分と考えられる。

(ウ)
エンドエンドの品
質指標（端末-端
末間）

(

１)

エ
ン
ド
エ
ン
ド
の
品
質
・
機
能
の
確
保

検討課題と方向性 ③検討技術課題（１／２）
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検討課題 論点 分類

①網・端末間情報

セッションタイマー、品質に関するトーキなど、

事業者間で共通化すべき項目の抽出

C

②実装必須コーデック（G.711 μ law等）

必須コーデックでのﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸによる接続確保を実現。

さらに、移動体網、IP電話形態の多様化を考慮した

場合の接続性確保の面においても検討する。

A~B 接続の確保という観点で、技術条件としての必要性を検討
する。

③輻輳時等の網との機能分担

網側サーバ輻輳の緩和などに必要な機能検討

発信規制等に対応したトーキ送出機能

A~B 0AB~J番号IP電話以外にも適用対象を広げるべきか検討す

る。端末に機能要求する場合、端末の利用形態を考慮し、
番号形態による条件の差異は必要最小限とする方向で検討
を進める。

④アクセス手段、サービス事業者の選択 C 他の課題の検討結果を踏まえ、IP電話特有の課題が明らか

になった時点で別途検討を行う。

②網間の継承情報の標準化

A）内容：発・着電番、通話開始・終了時刻、

転送サービス利用呼、経由通信事業者情報

B）書式：プロトコル上のフォーマット

B 具体的な実現方法に関する課題であり、業界標準化の方向
で検討を進める。

③PC+ソフトウェアで構成される端末

③事業者間で渡してはいけない情報

※ユーザの個人情報関係

C 呼設定等で必要なケースを除き、個人情報に関しては、個
人情報の保護に関する関連法規に則る事項。技術的な課題
の明確化が進んだ後に、検討を行う。

(イ)端末側での品質規定項目と測定法

(

３)

端
末
機
能

(ウ)端末側での品質表示方法 B

①輻輳対策、規制対応

※緊急遮断等の措置を発動するための条件整理

A~B 相互接続を考慮した際に、必要な機能の検討を行う。

②050-IP電話専用端末

B 無線やソフトウェアによる機能実現など、端末形態の多様
化に伴い、必要性が高まっている課題。実現方法を標準化
してゆく方向で検討を進める。

C①0AB~J-IP電話と050-IP電話共用端末

検討の方向性

現時点において新たな課題は提起されていない。新規課題
が明確になった時点で別途検討する。

(ア)
端末/網間

(イ)
事業者網間

(ア)
050-IP電話にお

ける端末機能

複合的な端末形態でも、利用する0AB~J番号や050番号の
IP電話に関する技術条件を満たす事は同様であり、現時点

で新たな機能条件はないと考えられる。新たな課題が明確
になった時点で検討する。

(

２)

網
・
端
末
及
び
網
間
相
互
接
続

検討課題と方向性 ③検討技術課題（２／２）
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UNI

UNI：User network interface
（ユーザ・網インターフェース）
NNI：network-network interface
（ネットワーク間のインターフェース）

現行の総合品質基準
エンドエンド遅延：150ms未満
R値： 80超

UNI

IPネットワークIPネットワーク

ルータ

ルータ

アナログ
電話端末

IP電話端末

ルータ VoIP-TA 

ルータ

PSTN 
アナログ
電話端末

メディア
変換装置

VoIP-TA 
アナログ
電話端末

IP電話端末

IPネットワーク
(B事業者)

UNI-NNI間の品質基準（ネットワーク品質）
IPパケット転送遅延時間： 50ms以下
IPパケット転送遅延揺らぎ： 10ms以下
IPパケット損失率： 0.05％以下

UNI-UNI間の品質基準（ネットワーク品質）
IPパケット転送遅延時間： 70ms以下
IPパケット転送遅延揺らぎ： 20ms以下
IPパケット損失率： 0.1％以下

IPネットワーク(A事業者)

POI(IPレイヤ相互接続)

A事業者/B事業者は、いずれも
0AB～J番号を使用するIP電話

サービスを提供する通信事業者
＊３

（参考）0AB~J-IP電話の品質配分（昨年度検討結果）

０AB～J番号を使用するIP電話を提供する一の電気通信事業者が単独で満たすべき品質基準を
UNI-UNI間のネットワーク品質及びUNI-NNI間のネットワーク品質として規定。

☆ネットワーク品質の規定値の計算においては現行のOAB～J番号を使用するIP電話の総合品質規定の適用ケース＊１に基づいて、下図のと
おり、一の電気通信事業者が単独で満たすべき品質基準をUNI－UNI間のネットワーク品質及びUNI－NNI間のネットワーク品質を規定。

＊２（標準的端末形態）

＊４

＊１：「０ＡＢ～Ｊ番号を使用するＩＰ電話の基本的事項に関する技術的条件（平成１９年１月２４日一部答申）」第３章３．１（１）イ項による
＊２：IP電話／VoIP-TA／メディア変換装置に実装される 符号化方式が「G.711μLaw（ﾊﾟｹｯﾄ化周期２０ｍｓ）」であると想定。
＊３：IPﾈｯﾄﾜｰｸ内でメディア変換は経由しない。
＊４：IPﾈｯﾄﾜｰｸとPSTNの間で、メディア変換は一回だけ。



第２章 コンテンツ配信サービス
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検討状況

• 課題の整理を実施。

• 基本検討モデルについて、当面の検討のための前提条件の整理を実施。

• 当面の検討の進め方としては、次世代IPネットワークの特徴的な課題の一つであ

る品質条件関連の課題から検討を進める。

• 現在、コンテンツ配信サービスにおける品質課題の捉え方についての具体的な検
討に着手。
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主な課題 検討項目 当面の検討スタンス

①基本的な検討範
囲について

コンテンツ配信サービスには多様な形態が考えられるが、初期検討の段階では、多様な配信サーバ形
態に対して共通化が可能な区間を定義し、その部分の共通的な技術要件についての検討から着手する。
また、一定の品質確保が可能なネットワークを前提とし、電気通信事業法で扱う通信ネットワーク上
でのサービスを対象とする。

②キャッシュサー
バの扱い

付加的構成要素と考えられるキャッシュサーバ等の蓄積系機能についてはこれを前提としないモデル
での検討を行なうこととし、蓄積系機能を前提とする技術要件は、必要性を含め今後の検討とする。

③P2P型モデルの

扱い

P2P型の配信モデルについては、一形態としてはありうるが、現時点での技術基準検討の観点では配

信サーバ・端末型のモデルについての検討を優先することとする。

④インタフェース
点の名称につい
て

I-s、I-tについては、今回の検討モデル上での区間を定義するための暫定的な名称とする。それぞれの
ポイントが、標準化等で議論されているモデルとの対応関係については、今後、確認していくことと
する。

⑤標準化議論との
対応関係

ITU-T（FG-IPTV）等での標準化の議論の状況を踏まえ、検討モデル、課題の位置づけ・方向性の確

認を適宜行なうこととする。

①対象コンテンツ、
利用コーデック、
利用帯域

現段階の検討レベルでは、対象とするコンテンツ、利用コーデックに対する制限を設ける必然性はな
いが、初期検討の前提としては、まずは、10Mbpsクラスの比較的大容量の映像ストリーム系を主と

したコンテンツ配信と想定することとする。なお、災害情報等のコンテンツの重要度の扱いについて
は、別途の検討とする。

②アクセス系 アクセス系については、無線、光、同軸、メタル等の選択肢が存在するが、上記の必要帯域の観点か
ら、初期の検討では、固定系をベースとしたモデル検討とする。また、具体的なアクセス方式等の詳
細検討を必要としない範囲の検討に留めることとする。

③端末・ホームNW
系

端末系、ホームネットワーク系については、エンドエンドの観点から、求める機能分担、品質分担に
ついては検討の対象とするが、 基本的には、標準パターン的なものについての検討に留め、多様な

バリエーション検討は別途の検討とする。

④配信形態 配信形態としては、品質などに対する要件がより厳しいﾕﾆｷｬｽﾄｽﾄﾘｰﾑ型、ﾏﾙﾁｷｬｽﾄｽﾄﾘ-ﾑ型からの検討

を行なう。ﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ型については、品質要件の必要性を含め今後の検討とする。

⑤制御プロトコル 現段階の検討レベルでは、前提条件を設ける必要はないと考えられる。今後の課題検討の中での必要
性が生じた場合に、再度、議論する。

(2)考慮する
バリエー
ションに
ついて

(1)検討対象

・範囲に
ついて

検討課題と方向性（１／２）
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■次世代IPネットワーク上で提供されるコンテンツ配信分野における基本的な技術課題の把握・検討を行うため、一定

の品質確保が可能なネットワークを前提とした、配信サーバ・端末との関係を可能な限りシンプル化し、汎用性の高
い基本検討モデルを定める。

■また、まずは、単一網内でのNW機能に対する技術課題の検討を行った上で、他網との相互接続については別途検

討することとしたい。ただし、単一網を前提とした制約などが生じないように留意する。

■次世代IPネットワーク上で提供されるコンテンツ配信分野における基本的な技術課題の把握・検討を行うため、一定

の品質確保が可能なネットワークを前提とした、配信サーバ・端末との関係を可能な限りシンプル化し、汎用性の高
い基本検討モデルを定める。

■また、まずは、単一網内でのNW機能に対する技術課題の検討を行った上で、他網との相互接続については別途検

討することとしたい。ただし、単一網を前提とした制約などが生じないように留意する。

ﾕﾆｷｬｽﾄ型
（ｽﾄﾘｰﾑ型）

ユニキャストストリーム

マルチキャストストリーム

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ型
（ｽﾄﾘｰﾑ型）

ﾕﾆｷｬｽﾄ型
（ﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ型）

データ転送

・配信機能モデル
（ソース位置、キャッシュ、対象アクセス系、
端末機能等含め）

・想定帯域
（利用コーデック（自由度／共通化）含む）

・制御プロトコル

モデルの詳細化に向けた論点

＊本資料は、コンテンツを配信するサーバが
確定された後の配信フェーズを検討対象としている。

基本検討モデル

I-s

I-t

配信サーバとの
インタフェース

利用者端末との
インタフェース

利用者端末

ネットワーク

コンテンツ
配信サーバ
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主な課題 検討項目 具体的検討項目 検討経過

①通話路品質規定（パケットロス、パケット遅延、ジッタ等）

②接続遅延品質規定（ユニキャスト、マルチキャスト）

③安定品質規定（伝送路切り替え時間、計画停止の許容、等）

④エンドエンド主観品質の規定（音声・画像品質等）

⑤輻輳制御等に関する考え方

①視聴番組履歴等の秘匿

②著作権保護・管理に関する扱い（不正コンテンツの配信停止
／抑止、DRM、等）

③正規の配信元に対する偽装等の可能性や防止機能の必要性

④端末機器認証の必要性

(4)セキュリ

ティの確保
など

セキュリティ条件

管理・運用面の課
題

⑤配信サーバや端末とのインタフェースにおけるセキュリティ
要件の明確化

当面の課題検討としては、次世
代IPネットワークの特徴的な課

題の一つである品質条件関連か
ら検討を進めることとする。

(3)品質条件の
あり方及び
輻輳等への
対応

品質条件、品質制
御（接続遅延、伝
送路切り替え、計
画停止等含む）

検討課題と方向性（２／２）
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I-tI-s

コンテンツ

ネットワーク
受信側の
端末形態

受信者
（視聴）

送信側の端末形態

ﾕﾆｷｬｽﾄ型（ﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ型）
ﾕﾆｷｬｽﾄ型（ｽﾄﾘｰﾑ型）

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ型（ｽﾄﾘｰﾑ型）

サービス品質 ： ダウンロード時間、ノイズ、画面停止、画面切り替え時間など

主観品質 ： DSCQSなど

接続品質（セッション設定 等）

伝送品質（パケット転送品質、等）

安定品質（不稼働率、計画停止 等）

網（IP）品質

●コンテンツ配信サービスについて、電話サービスとの対比の考え方から、主観品質／サービス品質／網品質の各階層の
品質項目の整理、関係付けの検討を行うことは一案。

●ただし、メディア種別、送信側の形態、サービスタイプの多様性の考慮や、サービス品質と網品質の対応関係、品質項目間
の相関の有無、サービスの観点からの重要度等についての検討・評価が必要。

●また、コンテンツ配信サービスについては、サービス自体に対する利用者のコンセンサス形成も途上と考えられ、共通的な
目標設定・基準の必要性、必要となる項目、基準を定めるタイミング等についても、検討が必要。

●コンテンツ配信サービスについて、電話サービスとの対比の考え方から、主観品質／サービス品質／網品質の各階層の
品質項目の整理、関係付けの検討を行うことは一案。

●ただし、メディア種別、送信側の形態、サービスタイプの多様性の考慮や、サービス品質と網品質の対応関係、品質項目間
の相関の有無、サービスの観点からの重要度等についての検討・評価が必要。

●また、コンテンツ配信サービスについては、サービス自体に対する利用者のコンセンサス形成も途上と考えられ、共通的な
目標設定・基準の必要性、必要となる項目、基準を定めるタイミング等についても、検討が必要。

コンテンツ配信サービスにおける“品質”の捉え方
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QoE／主観品質 （MoS、サービス満足度、サービス選択率）

・料金
・利用目的／期待効用（価値）
・代替サービスとの差
・利用者特性（性別，年齢，サービス利用経験）
・人間の知覚要因（検知限，許容限）

アプリケーション要因
プラットフォーム要因

NP／網品質 ※ （遅延、損失、安定品質）

QoS／サービス品質 （音声や映像の品質、応答時間、アクセス拒否）

通信要因

・コンテンツ：分野，動き／絵柄特性，音楽の有無
・提供形態 ：ライブ放送／VoD
・符号化方式：MPEG2/4，フレームサイズ，符号化速度
・廃棄／劣化補償制御
・転送方式：UDP／TCP／HTTP

・ネットワーク要素（ノード・リンク・サーバ）能力
・トラヒック特性

マーケット要因
人間要因

※ ここでの「網品質」は、「Network Performance (網性能)」の意味。

（参考）通信サービスにおける品質の階層
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電話網(PSTN/IP電話網)
UNI UNI

サービス品質 ： 間延び感、受聴品質、エコー等

主観品質 ： MoS等

接続品質（接続遅延、呼損等）

伝送品質（伝送遅延、損失、ジッタ等）

安定品質（故障頻度、不稼働率等）

網品質

送話者 受話者送話側の
端末形態

受話側の
端末形態

（参考）電話サービスにおける品質の階層
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電話サービス電話サービス

電話網(PSTN/IP電話網)

送話者 受話者送話側の端末形態 受話側の
端末形態

I-tI-s

コンテンツ

ネットワーク
受信側の
端末形態

受信者
（視聴）

送信側の端末形態

コンテンツ配信サービスコンテンツ配信サービス

●送信側／ネットワーク区間／受信側、と言う枠組みで議論することは可能。
●ただし、電話サービスは双方向通信だが、コンテンツ配信では片方向通信の主情報がキー。
●また、コンテンツのメディア種別、通信形態、送信側の端末形態、などが多様。

●送信側／ネットワーク区間／受信側、と言う枠組みで議論することは可能。
●ただし、電話サービスは双方向通信だが、コンテンツ配信では片方向通信の主情報がキー。
●また、コンテンツのメディア種別、通信形態、送信側の端末形態、などが多様。

会話音声（双方向）

ﾕﾆｷｬｽﾄ型（ﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ型）
ﾕﾆｷｬｽﾄ型（ｽﾄﾘｰﾑ型）

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ型（ｽﾄﾘｰﾑ型）

（参考）電話サービスとのアナロジによるコンテンツ配信サービスの捉え方



第３章 固定・移動シームレスサービス
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検討状況

目標：次世代ネットワークを活用するサービスの一つと考えられる固定･移動シームレス
サービスの普及促進を目指し、課題や技術基準や標準のあり方・必要事項の明確化
を図る。

取り組み方針：

1. 検討対象のサービスイメージ固めとモデル化

– 対象メディア：音声、マルチメディア

– 対象アクセス技術：3G移動網、Wireless LAN、WiMAX

– モビリティの分類（ノマディック、シームレス)

2. 要件・課題整理

3. 既存の関連標準・技術基準の調査

4. 既存の標準や技術基準に対する過不足等の検討

5. 課題に対する方向性の整理

– 新たな技術基準の策定を推奨

– 事業者間の調整に委ねる 等の分類
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検討課題と方向性（１／３）

主な課題 検討項目 論点・方向性 具体的検討項目 検討経過

①サービスの分類 ・音声通信とそれ以外のマルチメ
ディア通信についても検討対
象とする

②通信形態 ・端末～端末の通信に加えて端末
～サーバの通信についても検
討対象とする

③番号の使い方 ・音声通信のワンナンバーサービ
スは、FMCサービスを提供す

る番号の利用を前提

・電気通信番号を利用しない
（URL等で解決）サービスを

対象とするか検討中

④使用するアクセス網の種別

(1)サービス
のモデル
化

○サービスイメージの明確
化（アクセス網種別、
メディア種別、通信形
態、モビリティの分類
等）

• 単なる通信サービスか、
サービスの多様化・発
展性などを考慮した検
討対象範囲等の意識合
わせ

• 今後登場すると予定さ
れる無線技術等に対す
る対応

◆今後予想される
サービスを対象と
して、技術基準と
しての検討の必要
な対象は何か。

• 様々なサービスの
登場が予想される
中で、そのような
新規サービスへの
許容性をどこまで
もたせるか。

・移動（3G）、固定（Wireless 
LAN）のアクセス網が一般的で
あるが、これから実用化され
る新しいアクセス網について
も検討対象とする
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検討課題と方向性（２／３）

主な課題 検討項目 論点・方向性 具体的検討項目 検討経過

①使用するアクセス網の種別 ・移動（3G）、固定（Wireless 
LAN）など、アクセス網の種別に

よる機能差分があれば必要により
検討

・新しいアクセス網を検討対象とする

②サービスプロバイダとのイン
タフェース

・「IP時代における電気通信番号の在

り方に関する研究会」報告書に示
されているような（通信事業・位
置管理事業連携）パターンも視野
に入れて検討

・上記パターンの信号はIPベースが望

ましいか？

③接続先の特定方法と切り替え
るレイヤ

・PCからサーバへのアクセスを考慮

・モビリティ制御プロトコル（例：
Mobile IP）

・ターゲットとするサーバ/コンテン
ツと端末/利用者の識別子

・切り替えるレイヤ

④アクセス網をまたがるモビリ
ティ

・主に品質変化に係わる必要機能を洗
い出す

⑤着信網が自動選択された場合
の番号表示

(2)機能要件 ○モデル化したサー
ビスを実行する上
で必要となる機能
要件の抽出。既存
の技術基準や標準
の過不足等。

◆ネットワークや端
末に対して新たに
備えるべき機能に
はどのようなもの
があり、強制規格
としてどこまで求
めるべきか。

・発信者への着信番号表示や着信者へ
の発番号表示のあり方を議論中
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検討課題と方向性（３／３）

主な課題 検討項目 論点・方向性 具体的検討項目 検討経過

(3)品質要件 品質要件となる事項 ◆異なる品質基準の
IPネットワーク

（移動網と固定網、
各種アクセス網
等）を相互接続す
る場合の品質規定
をどうとらえるか。

①メディアの種類 ・アクセス網により適用するコー
デックが異なる場合に、変換等
による品質への影響を議論

①使用するアクセス網の種別 ・新しいアクセス網を検討対象と
する

②アクセス網をまたがるモビ
リティ

・品質の観点で、サービスシナリ
オとしてどのTypeを想定するか

Type 1: パケロス無し、遅延小

Type 2: パケロス許容、遅延小

Type 3: パケロス無し、遅延許容

Type 4: どちらも許容

Type 5: コネクション切断許容

(5)その他 ○ITU-T等の国内外の標

準化等の動向を踏まえ
検討

◆必要な技術開発項
目、制度化等の解
決時期はいつか。

・ITU-T関連標準の調査

(4)アクセス網

切替に伴う
品質・性能
上の課題

○通信中にアクセス手段
が変わりうる通信にお
ける、通信品質確保に
ついて、

・アクセス手段切替時の
通信品質への影響

・切替に伴う通信品質変
化の通知の要否と実現
手段

・通信品質変化時の対処
方法等

◆幅広い相互接続性
の観点から、サー
ビス・IDポータビ

リティやローミン
グ（事業者間）等
の検討が必要では
ないか。
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パターン1
発事業者網

移動体アクセス位置管理
サーバ

固定アクセス

発事業者網
移動体アクセス

位置管理
サーバ

固定アクセス

パターン3

発事業者網

移動体アクセス移動事業者網

固定アクセス

IN事業者

位置管理
サーバ

信号網接続

固定事業者網

パターン5

－「IP時代における電気通信番号の在り方に関する研究会 第二次報告書」（平成18年6月）より－

(参考)管理ドメイン分割のパターンの例
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(参考)検討候補のサービスモデル例

顧客情報
管理サーバ

ＦＭＣ
ステータス
管理サーバ

ＦＭＣサービス提供事ＦＭＣサービス提供事業者業者
（ＦＳＰ（ＦＳＰ: FMC Service : FMC Service 

ProviderProvider））

050-****-
****
0AB～J

固定網事業者 IP電話事業者 携帯電話事業者

090-****-
****
080-****-
****
070-****-
****

発側事
業者

FMCサービスプ
ロバイダ

着側事
業者

060-xxxx-xxxx

060-xxxx-xxxx

②接続先問い合わせ

①発呼

FMC
サーバ③接続先番号を通知

0AB~J, 090, 050…

④情報を書き換えて発呼

0AB~J, 090, 050…

通話

切断

切断確認

⑤応答



第４章 端末・ネットワークとの接続
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検討状況

検討課題に関して検討結果を纏める上で、下記に留意する。

①現行技術基準（技術的条件）の整理

②標準化動向の観点

・関連する標準化動向の整理

・標準化動向から見た今後の検討必要項目の整理

・個々の検討課題については、「検討の方向性」の欄を元に、上記の留意点を整理しつつ、議論の方
向性の整理を行っている状況である。今後、個別議論の具体化とともに、下記の分類で整理をする
予定。

A：技術的条件に反映すべき項目
B：標準化など検討の方向性を明確化する項目
C：今後検討が必要な事項
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主な課題 検討項目 論点･方向性 具体的検討項目 検討の方向性

①端末網種別（企業網、ホー
ム網）

②品質確保対象（音声、映
像）

③端末網利用技術（有線、無
線）

④多様なベンダの機器を利用
できるような環境を整備す
ることが重要。標準化の動
きとの連携。

⑤ホームゲートウェイ機能の
抽出

⑥品質、セキュリティに関し
て、端末・ネットワーク・
サービスにおいてそれぞれ
での機能分担の妥当性をど
のように考えるか。

今後必要となることが想定される項目を
抽出して、関連する標準化の取組動向を
整理する。

ホームゲートウェイ機能は収容される端
末に依存する内容である。他の検討の動
向を見る。

端末網種別、品質確保対象（音声、映像
）、端末網利用技術（有線、無線）に依
存する課題は、該当技術のサービス分野
の先行検討を踏まえ、必要事項の検討を
進める。

(1)端末網の

品質基準
の在り方

○エンド・ツー・
エンド品質確保
の観点から、端
末網（企業網、
ホーム網等）の
影響を考慮した
場合の端末・網
インタフェース
での品質基準の
在り方

◆端末側の品質配分
や機能分担に関し
て、何らかの基準
を設ける必要はな
いか。

→多様なベンダの機
器を利用できるよ
うな環境を整備す
ることが重要。標
準化の動きとの連
携。

→ホームゲートウェ
イ機能の抽出。

→品質、セキュリ
ティに関して、端
末・ネットワー
ク・サービスにお
いてそれぞれでの
機能分担の妥当性
をどのように考え
るか。

具体的な課題検討時に意識して検討を進
める。

検討課題と検討状況（１／５）
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主な課題 検討項目 論点･方向性 具体的検討項目 検討の方向性

①接続パラメータ

②認証方法

③責任分界点の切り分け方法

端末と網の相互接続性の観点で、キャリ
アに依存しない接続パラメータとして整
備が必要か否かを含め議論。

端末と網の相互接続性の観点で、キャリ
アに依存しない認証方法の整備が必要か
否かを含め議論。

◆ 端末とネット
ワークの接続性
を確保するため
に考慮すべきパ
ラメータとして
どのようなもの
があり、どこま
で技術基準化や
標準化を行うべ
きか。

技術基準における端末と網の責任分界点
について、用語の定義に立ち戻って議論。

(2)端末とネ
ットワー
クの接続
条件、相
互接続性

○IPベースの多様な
端末と網との接続
において、サービ
スに応じた接続手
順・接続制御につ
いて、技術基準化
や標準化が必要な
もの（接続パラメ
ータ、認証方法、
責任分界点の切り
分け方法等）を明
確化

検討課題と検討状況（２／５）



30

主な課題 検討項目 論点･方向性 具体的検討項目 検討の方向性

①サービス妨害攻撃
（連続集中自動再発
呼等）防御機能

②なりすまし防止機能

③プライバシー保護機
能

④強固な認証方式の実
装やネットワーク側
からの強制的なダウ
ンロード機能等の必
要性について検討が
必要ではないか。

⑤ケースに応じて誰が
安全性を確保するの
かの視点からの検討
も重要ではないか。

ネットワークの具体化構成･機能に依存内容で
ある。社会動向や他の検討の動向を見る。

ネットワーク及び端末の正常動作保護の観点
で、サービス妨害攻撃防御機能、なりすまし
防止機能、プライバシー保護機能として整備
が必要か否かを含め議論。必要となることが
想定される項目について、関連する標準化の
取組動向を整理する。

(3)安全性の
確保

○セキュリティと
プライバシー
確保のために
、端末と網相
互で取り決め
るべき事項、
基準等の在り
方

・ユーザ側からの
サービス妨害
攻撃（連続集
中自動再発呼
等）防御機能
、なりすまし
防止機能、プ
ライバシー保
護機能等

◆安全性の確保の観点
から端末側で新たに
備えるべき機能には
どのようなものがあ
り、強制規格として
どこまで求めるべき
か。

→強固な認証方式の実
装やネットワーク側
からの強制的なダウ
ンロード機能等の必
要性について検討が
必要ではないか。

→ケースに応じて誰が
安全性を確保するの
かの視点からの検討
も重要ではないか。

具体的なサービスを考慮する必要がある。社
会動向や他の検討の動向を見る。

検討課題と検討状況（３／５）
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主な課題 検討項目 論点･方向性 具体的検討項目 検討の方向性

①端末と次世代IPネットワー

クの相互発展シナリオ

②機能の拡張性

③性能の拡張性

④ライフライン性

今後必要となることが想定される項目を抽出し
て、関連する標準化の動向を整理する。

具体的な課題検討時に意識して検討を進める。

具体的な課題検討時に意識して検討を進める。

(4)利便性の

向上
○端末と次世代

IPネットワー
クの相互発展
シナリオ（機
能分担など）
の検討、課題
の抽出

◆必要な技術開発
項目、制度化等
の解決時期はい
つか。

具体的な課題検討時に意識して検討を進める。

検討課題と検討状況（４／５）
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主な課題 具体的な検討項目 論点･方向性 具体的検討項目 検討の方向性

①電話以外のサービスを考慮す
る場合の分界点の定義の明確
化・精密化

②他の課題検討の内容との整合

③宅内フォーラムが推進した
ITU-T勧告J.190が検討の土台
となるのではないか。

考慮する該当サービスに依存する内容であ
る。該当技術のサービス分野の先行検討を
踏まえ、必要事項の検討を進める。

具体的な課題検討時に意識して検討を進め
る。

(5)共通事項 ○サービスイメー
ジ・機能モデルの
明確化

→電話以外のサービ
スを考慮する場合
の分界点の定義の
明確化・精密化

→他の課題検討の内
容との整合

◆その他（留意
点）

・宅内フォーラ
ムが推進した
ITU-T勧告
J.190が検討

の土台となる
のではないか。

家庭内ネットワークモデルとして、検討の
参考にする。

検討課題と検討状況（５／５）



第５章 今後のスケジュール



８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

平成１９年

技術検討作業班

ＩＰネットワーク
設備委員会

第８回
委員会

今後のスケジュール（案）

意見募集

（１ヶ月）

◆作業班報告
（案）作成

◆作業班報告
（案）作成

◆中間とりまとめ
◆その他

◆中間とりまとめ
◆その他

第１４回

平成２０年

◆意見募集結
果の反映

◆意見募集結
果の反映

◆委員会報告
（案）の検討

◆委員会報告
（案）の検討

◆委員会報告
の検討

◆委員会報告
の検討



参考資料
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相互接続WG
リーダ：中野 尚（KDDI)
（相互接続試験の企画、推進、関係機関の調整）

企画推進部会
部会長：松島 裕一 （ＮＩＣＴ理事）

（普及促進・情報交流等）

技術部会
部会長：後藤 滋樹（早稲田大学教授）

（技術基準・相互接続試験等の推進）

研究開発・標準化部会
部会長：淺谷 耕一 （工学院大学教授）

（研究開発、国際標準化に関する検討）

次世代IPネットワーク推進フォーラム
会 長：齊藤 忠夫（東京大学名誉教授）

副会長：宇治 則孝（ＮＴＴ）、伊藤 泰彦（ＫＤＤＩ）

IP電話SWG
主査：千村 保文（沖電気）

コンテンツ配信SWG
主査：小林 中（NEC）

固定・移動シームレスSWG
主査：加藤 正文（富士通）

端末・網SWG
主査：入部 真一（日立）

事務局
（NICT）

技術基準検討WG
リーダ：粟野 友文（NTT）

（技術基準の検討・実証）

戦略検討WG
リーダ：淺谷 耕一 （工学院大学教授）
（次世代IPネットワークに関する研究開発・標準化の基本

戦略及び推進方策の検討）

ホームネットワークWG
リーダ：丹 康雄（北陸先端科学技術大学院大学）

（ホームネットワークの標準化及び相互接続試験等の推進）

計画SWG
主査：丹 康雄

（北陸先端科学技術大学院大学）

幹事会

セキュア系技術SWG
主査：江川 尚志（NEC）

サービス系技術SWG
主査：磯村 学（KDDI）

インフラ系技術SWG
主査：青木 道宏（NTT)

◆次世代IPネットワーク推進フォーラムは、（独）情報通信研究機構を事務局として平成17年12月16日に設立。
（平成19年７月27日現在、会員数：234）

◆産学官連携のもと、電気通信事業者、ベンダー及び学識経験者等が結集し、相互接続試験・実証実験を総合的に実施する
とともに、研究開発・標準化等を戦略的に推進。

◆情報通信審議会 情報通信技術分科会 IPネットワーク設備委員会 技術検討作業班では、主に技術基準検討WGと連携して
検討を行っている。

（参考）次世代IPネットワーク推進フォーラム体制
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